
精華サンライズコミュニケーション

令和7年度　第12回　役員会　

令和8年3月12日　（木）　 時　　間 7:00～8:00

場　　所 商工会館
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役員 OBS 顧問

（なし）

○ ○ ○ ○

本日のタイムスケジュール

○ ○ ○出欠 ○ ○ ○ 欠 欠

　　　上記の退会者から退会届は受領していない。

◆各部会報告(各部会振り返りの報告)

○メッセ部会（前西部会長）

　・全員が出展することを連絡不足で周知出来ていなかった。

1 開会
本日の資料、スケジュールの確認等　　　司会進行：会長 井筒

（1） 各部会より進捗・計画等報告

2 協議事項

◆入退会について(井筒会長）
　　　寺田支店長・・・３月で退会（転勤の為）。新支店長が入会予定。
　　　玉山さん・・・３月末で退会（退職の為）。

○自社PR部会（井筒部会長）

　・未だ活動が完了していない。

　・３月本会までには発表できる様にする。

　・主催側になる初めてのケースを経験できた。

○賀詞交歓会部会（代理：堀江）

　・SSC以外の参加者の感想や意見を聞く機会が無い。

　・SSC部会員本人以外が発表することが本人のスキルアップになるのか再考の余地あり。

◆来年度以降の活動について

◆来年度カレンダーについて

8月(お盆のため)と2月(祝日のため)の役員会を第1木曜にずらしています

3 その他

　自社PR部会：池内さん

◆（以降別紙参照）

・部会長決定（堀江）

　メッセ部会：浅野さん

　賀詞交歓会部会：山本さん
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精華サンライズコミュニケーション

令和7年度　第12回　役員会　（別紙）

（次年度会長堀江）
・次年度の最初に、SSCの設立理念をおさらいする。以前使用されたパワポを投影する。
・設立理念から大きく外れない様な活動をしていきたい。

・本会では、今年度会長と副会長の総括をしてほしい。（森本顧問）
・４月には”施政方針演説”的なことを会員に発信できることが望ましい。（桃井顧問）
・以前は、SSC役員会や本会の前に三役で集まって打合せを行っていた。本会以外に集まること
は負担になるので大変ではあるが、面白さは増した。（藤澤さん）

2 協議事項

・役場の方に積極的に参加頂きたい。（井筒会長）
　→役場関係者に参加頂く場合は、参加する立ち位置をハッキリさせる必要有り。（森本顧問）
（森本顧問）
・三役が答えが無いまま役員会に望んでいる様にみえる。事前に集まって打合せ等しているか？
　→行ってきた。先週末も今期と次期の役員が集まって打合せした。（井筒会長）
・退会する場合でも、３月末までは欠席扱いにする等の配慮があって良い。
・役員会は、三役の意見を言う場である。　難しく考えなくて良い。
・SSCは今年度で設立１０周年だったので、転換期に入った。
・本会の時間が面白くないと、退会者が出る。
・３部会を踏襲する必要はない。
（桃井顧問）
・当初は事業計画を作る勉強会としてSSCを設立しようとしたが、それでは難しいのでHPを作る
ことから始めた。
・役員会はマネージメントレビュー（組織のトップが、その組織の運営状況を確認すること）を
する場になるのが良い。
・今年度の振り返りを次年度会長が汲み取りながら運営してくれれば良い。
・賀詞交換部会は、発表のスキルアップを図り、売り上げが伸びると更に良い。
・メッセ部会は、展示会に参加する他に、展示会を主催するか、出展するメンバーのサポートを
する。
・自社PR部会は、当初はHPを持たないメンバーが居た状態から始めた。
・SSC活動が商工会本会の発展にもなる。
・役場がSSC活動に興味を持ってくれていることは良いこと。
・SSCのリーダーが主体的に方針を掲げて活動する会として欲しい。
・商工会の本会や事務局に問合せることも有り。
・今年度の反省に関して現三役がコメントを入れて欲しい。　その内容を含めて次期会長が次期
の方針を決める。
・三役の意見に関して、意見を求める必要はない。
・現会長のコメントと次期会長のコメントが聞きたい。
・自社PR部会は、一行でも部会メンバーに実際に更新する経験をしてもらう。
・賀詞交換部会は、どんな仕事をしてるのか知らせる。
・メッセ部会は、運営側のスキルも磨く。


